第32回　第2部会（生活環境）開催報告

日　 　時　　 　平成22年　３月１６日（火）　午後6時30分～午後8時30分

場　 　所　　 　市民会館　婦人サークル室

出 席 者　　　 大山口光男・鎌田和子・塩沼和雄・近藤功・関川昭雄

議　　 題　　　　・「家電等の不法投棄防止に係る提言」以降の市の取り組みについて

・第3回登別市民自治フォーラムの参加感想

・第2部会の今後の方向性について意見交換

大山口委員長より

＊　第2部会の「家電等の不法投棄防止に係る提言」後の取り組みと経過の資料要求に対し、登別市市民生活環境対策グループより回答があり学習と確認をした。

・　「室蘭・登別・伊達三市家電リサイクル推進連絡会」の設立総会（平成２２・３・２６）に向け、廃家電4品目の円滑な適正処理に向け準備を進めているとの取り組み内容と、設立趣意書・規約案の資料回答があった。

· 三市広域連携で、リサイクルを進めるのは良いことであり、更に徹底するよう広報誌にPRしてはどうか。また、レジ袋の有料化などで市民のリサイクル意識が一歩前進したのではないか、第2部会として取り組んできたことに一定の成果が見られたと思うなどの意見があった。

＊　「第3回 登別市民自治フォーラム」の参加感想と意見

· 講演の中で「登別市まちづくり基本条例」は理念条例に近いものでもっと具現化できるものに変えていったほうが良いのではないかとの講師の話に、そうであるなら条例の見直しをするべきではないか。

· 三鷹市の基本条例の中に、オンブズマンの設置と市民会議・審議会等の意見を重く受け止めるという条文がある。登別の条例も自治推進委員会の意見が反映できるようにしてはどうか。

· ワークショップで活発な意見交換が出来たので大変有意義だった。

· 三鷹市の基本条例をつくりまでの市民の活動や行政との協働の取り組みについてもっと具体例な事例を聞けると期待していたがなかったので残念だった。

＊　第2部会の今後の方向性について

· 市民生活に関わる課題について、自治推進委員会の今後の方向性、見直しを含め、検討している段階であり、部会として何を取り組めばよいか決めかねている。

· 「登別の仕事」をもう一度洗い直し、その中から外部評価をしてはどうか。

· 町会の自治会や老人クラブなど施設運営のあり方にも課題があると思うが、施設ごとに所管の違いや縦割り行政の問題があり一括して検討出来ないので難しい。

· 市民のリサイクル意識も徹底してきたと思うので、資源回収の各町内会などの取り組みや、奨励金の削減を含めどのように支払われているのか、実態について今後勉強していきたい。

次回開催日4月20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　鎌田

